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「コミュニティ・スクール」と「スクール・コミュニティ」 

名 称 コミュニティ・スクール（地域運営協議会制度） スクール・コミュニティ（学びの共同体） 

提 唱 文部科学省 初等中等教育局 〔 ⇒ 地域とともにある学校づくり 〕                    （文部科学省 社会教育課） 〔 ⇒ 学校を核とした地域づくり 〕                      

定 義 

○子どもたちを取り巻く環境や学校が抱える課題が複雑化・困難化する 

 中、教育改革・地方創生からも学校と地域の連携の重要性が指摘され、 

 課題解決及び子どもたちの豊かな成長のために社会総掛りでの教育の 

実現が不可欠であることから、「開かれた学校」から更に一歩踏み込ん 

だ「地域とともにある学校」へ転換する必要がある。コミュニティ・

スクールとは、この背景のもと、「地域とともにある学校づくり」のた

めに学校運営協議会を設置している学校を指す。 

 

○「学校運営協議会」の役割は以下のとおりである。 

 ア 校長が作成する学校運営の基本方針を承認する（必須）。 

 イ 学校運営について、教育委員会又は校長に意見を述べる（任意）。 

 ウ 教職員の任用に関して、教育委員会に意見を述べる（任意）。 

 ※ ただし、学校運営の責任者は校長であり、学校運営協議会が校長 

に代わって学校運営を決定・実施するものではないこと。 

 

○学校運営や学校の課題に対して、広く保護者や地域住民が参画できる 

仕組みであり、当事者として子どもの教育に対する課題や目標を共有 

することで、学校を支援する取組が充実する。地域にとって、学校が 

社会的なつながり、地域のよりどころとなり、学校を中心としたネッ 

トワークが形成され、生きがいや自己有用感につながることになる。 

○学校を核とした、あるいは学校という場や関係を介在させた人々の 

結びつきや関わりの状態を指す。 

 

○学校やそこにおける子どもを“縁”として地域の大人と教師の関わり 

や学校と地域社会の協働関係のあり方を、より良好なものにしていこ 

うとする考え方や実践のこと。 

 

○スクール・コミュニティを意図的に創り出していこうとする国の施策 

（１）平成 19年度～「放課後子どもプラン」（文科省社教課事業） 

   小学校区に「放課後子ども教室」を開設し、地域ボランティ 

アによる子どもの居場所づくり・体験活動の充実に取り組む。 

 （２）平成 20年度～「学校支援地域本部事業」（文科省社教課事業） 

 原則として中学校区に、地域人材である地域コーディネーター 

を配置し、学校の要望に応じた様々な知識・技能・経験を持つ 

地域ボランティアにより、学校を支援する事業を展開する。 

 

○コミュニティ・スクール（地域運営学校）もスクール・コミュニティ 

を積極的に生み出そうとするものであるが、あくまでもひとつの形式 

にすぎない。スクール・コミュニティを実現させる取組は多種多様に 

あり得る。 

事 例 

○コミュニティ・スクール指定校の小・中・義務教育学校  2661校 

※学校ごとまたは中学校単位ごとに地域住民や保護者等が学校運営や教 

 育活動について協議し意見を述べる会議体がある  6814校 

（平成 28年 4月 1日現在） 

○千葉県習志野市「秋津コミュニティ」 

○栃木県鹿沼市「学社融合実践」 

○島根県「地域教育コーディネーター制度」 

○京都市「地域教育専門主事室」     等 

 
参考；「コミュニティ・スクール 2016（文部科学省）」・「学校運営協議会の手引き（文部科学省）」・「生涯学習研究 e事典（日本生涯教育学会）」 
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